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　ユ　アンテナ部重景
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　2）風荷重

　アンテナ使用時においては風速10m／secの風が水平

方向（ELO°）を向いている反射鏡に正面から作用する

場合を考え，三菱電機KKにより模型案験の結果，つぎ

の値を得たので，これを設計風荷霊として用いた．

　水平力　　　　　　　　　　　　　2・5ton

　EL軸まわりのモーメント　　40．　S　ton－rn

　AZ軸まわりのモーメント　　20．4ton－m

　台風時においては，反射鏡を天頂（EL　90°）に向けて

固定装置により固定した場合を考え，実験の結果レつぎ

の値を得た（第2図）．
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　　　　　第2図　台風時の荷皿状態

水平力　　　　　　　　　　　40　ton

EL軸まわりのモーメント　　100　ten－m

AZ軸まわりのモーメント　　106　ton一鵬

3）地震荷重

　水平震度　0．3

　鉛直震度　0

なお雪荷重は考慮しない．

4．　使用材料

帽

写糞2　アンテナ面定読澁」民仔順アンカー

　　　ボルトとカラー鋼板
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　コンクリートはσtS・＝220　kg〆cmeを目標として，配合

設計を行なった・鋏筋はDACON35を用いた・その麺

の構造用鋼についてはSS41を用いた．

　　　　　　　　　5．設計の大要

　1）アンテナ装置固定棊礎ボルトおよぴその取付部

　アンテナ部からの上揚力および水平tOIC抵抗するため

には50　mmilアンカーボルト24本を必要とする．この

ボルト埋込部の円筒コンクリートの肉彫は穂いので，こ

のままでは強度上いたって不安である，このためL型鋼

によリリングを作り，　これに全アンカーボルトをっな

ぎ，さらに軸鉄筋にこれを溶接して，円筒コンクリート

中に埋め込むようにした．このよう‘こすることにより，

ボルトとコンクリートの付新を助け，カを分散して軸方

向鉄筋へ伝えると同時に，高精度を要求されるアンカー

ボルト埋込みの施工が容易となる．またボルト埋込部の

コンクリートには内外側ともに鋼板を巻いてカラーと

し，コンクi）　一トの局部破壊に抵抗するように図った．

　2）支塔本体

　支塔本体は第3図のような円筒に軸方向力と曲げモー

メントが作用した場倉の塩力状態を冤子計算機NEAC

2203により計算して，その寸法および鉄筋量を検算し

た．すなわち図で中心角2βの出入孔があいている断面

に，偏心距離eの軸方向力Wが作用した場合の中立

軸のはさむ中心角aはつぎの式で求められる．

第3図　円両コンクリートの曲げ塔力

　　e　　〔1－P）（α一5inαCQSα止二し！二2土里左L響

　　r　2〔（1－P）（sinα一a　cos　a，一（1－P＋nP，

　　　　　｛’fi＋sinβoesβ一2sinβcosα〕＋nPx
　　　　誉　　　　　（sinβ一βcosα，－nPt　cosα〕

　いま支塔下部の入t，／1esの位置で計．準してみると

　　r＝＝134crn

　　e＝＝M／W＝6111184＝332cm

　　ρ＝0．0069工

　　β＝＝16f’20t

であるので

　　α＝6T50’

これよりコンクリートの応力度を求めると

円筒厚みの中央都では
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第4図　1：］筒コンクリート配．筋凹

　　　　　　　　　　　　IViccos　is－cosα，
み‘
　　2r’〔〔1－♪H5inα一αco5α1－11－P÷nP）

　の　　　　　　　　　　　　　　　　
　rsinβ一βcosα1，－nP：cりsα〕

＝36．1kg・．cm：

簿花外景までは

　　ゐ’唄1÷矛雨1。誌β一，。，。，」

　　　・＝61．2kg℃m：

『r：内茎重でに

　　’級［1－2藤β，話β＝：T。；ft．〕

　　　司Llkg．cm：
三矯つ引張ε）Lこ：：り度は

画・〔。61汐二’調

・1273kg　cm：

　　　　応力上は以上のような計算により交全である

　　　ことはわかったが，邸部分は構造上最大の弱点

　　　となるので，その局囲を補強鐘筋により補強し

　　妻た．ま醐筒醐；に劇能鰍囑蝋用嚥

　　号版を配置して剛性の向Lを図った．壌4採iは円

　　1”筒の配筋図である．

　　　　5／　基礎版および基礎杭

　　　　このri：’，i；地点は花lsut　；．の：呉1ヒしt二砂質枯土が

　　　地ノ≧面下7～8m玄でつづいて．おり，その中醐

　　　i二，ところどころ軽石がまじっている．地盤支

持力は小さくこのようなたきな荷飛をうける重．；，ヒ癬造物

の架設位置としては適していろと1：いえない．二のため

艦蘇随をコ；鋤教授に依頼し．同氏の提案にしたがっ

て，比1鋤強いll・1層のある地・表下4mの位置ま’ξ掘り

下げ，できるt三：t拡げた膳礎饗をもう：＋，その下に怪

300mm！14mコンケll一レ・イ’レtt　1　rn　．1・5H臓

に打ち薬礎杭と1．ノニ．

6．結 び

　このようた大rl盤iパラボラアンテ÷・．♪コン．クリート支

塔の工事はわが困で最初のものであり．！一た那って荷

電袋停，応力｝｝顔1こ態等疑li｝1しつ点が少なくなかった・そ

のため現袋階で：響決不㌃・∫能な点に翼い：馬ぬ・た胱κ

宝侵：1二なるようた，iモ計をf．iたわな1÷ればなうたがっt：・

　認∫こつアンテ山丈門親在KK鑓高績の手・二．ヒ哩
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